






要約:7 才以上の年齢になった極小未熟児 73 名と超未熟児 11 名の身体発育及び精神運動

発達及び予防接種月齢及び接種率について検討した。身体発育は極小未熟児では身長・頭

囲が 1 才以上で成熟児の 10%タイル値以内に到達する。体重は約半年遅れて到達する。一

方超未熟児では極小未熟児に比べ頭囲は約半年、身長・体重は約 1 年遅れるが、7 才に至

るまで極小に比べ小さい傾向にある。超・極小未熟児の発達は成熟児の発達とほぼ同等な

ことが修正月齢に相当した時点で出来ており、修正月齢は発達の目安になる。予防接種は

ポリオ、BCG、DPT 三種混合ワクチンは85%以上の高接種率であるが、麻疹を含めてその接

種時期は多くが 1才半以降であり今後適切な接種時期についての検討が望まれる。


